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山口高等商業学校（やまぐちこうとうしょうぎょうがっこう）は、1905年（明治38年）4月に設立された旧制専門学校。通称は山口高商。

現在の山口大学経済学部の前身である。 

歴代校長

初代　松本源太郎（1905年4月-1907年11月） 

松本源太郎は山口高等学校第4代校長（1900年-1905年3月）。 

第2代　横地石太郎（1907年11月-1908年6月） 

第3代　坪野平太郎（1908年6月-1911年3月） 明治41－44

第4代　横地石太郎（1911年3月-1924年6月） 

第5代　鷲尾健治（1924年6月-1932年3月） 

第6代　岡本一郎（1932年3月-1944年3月）

小田原市立片浦小学校　朝の講話

　今年は、開校90周年ということもあり、朝会の講話に、校歌にちなんだ題材を取り入れています。その中で、9月26日(月)に子どもたちに話した「相翁の松」をご紹介したいと思います。

　今から、120年ほど前のお話です。刀を差したお侍の時代から、新しい時代・明治゜時代が始まったころです。

　小田原から分かれ、伊豆方面に行く道路は、「下田街道」と呼ばれ、今の軽自動車が一台と通れるぐらいの幅の道路だったそうです。そして、当時、江之浦村から先の岩村に行ったところに、大きな松の木が聳え立っていました。その松の木を「相翁の松」と呼んでいました。

　相翁の松は、一つの根から二つの大きな幹に分かれていて、ちょうど二人が仲良くたっている形をしています。村人から、「夫婦が仲良く共に長生きする」という意味が込められて、この名が付けられたそうです。

　明治17年の春、三人の若者が、歩いて旅をしていました。当時は、以前お話した人車鉄道・軽便鉄道などがまだ通っていませんでした。まして、今のような電車や自動車もありません。そして、江之浦のこの老松の相翁の松のある小高いところで休んでいました。身なり・服装は、埃にまみれた衣服や袴、草草履履きの姿で、決してお金持ちの家の若者には見えないのですが、その顔は、溢れんばかりの知性が漲っていました。この三人は、東京帝国大学、今の東京大学の学生でした。春の休暇を利用して、湘南地方の名所・旧跡を旅して、この江之浦にたどり着いていたのです。

　三人の名は、坪野平太郎、添田寿一、阪谷芳郎といいました。そして、三人は、松の根のところに腰を下ろし、お結びを食べ、冷たい水を飲みながら、ここから望む海辺の景色をずっと眺めていました。ちょうど天気は晴れており、波も立たず蒼く澄んだ穏やかな春の海でした。近くには、数え切れないほどの帆船が浮かび、重なる半島から見え隠れしていました。また、遠くには房総半島の山並みがうっすらと見え、伊豆大島の噴煙が天に昇る景色が見えていました。三人は、この爽快な景色を、時がたつのを忘れるほど眺め、大いに英気を養うことができました。
　この中の一人、坂谷が、「われわれは乏しい財産の中から、父母が学資を送ってくれ、そのおかげで学問ができるばかりか、このような雄大で美しい景色を見ることができている。もし、幸いにも、われわれが立身出世することができたあかつきには、この所に記念碑を建てようではないか、どうだろう」というと、坪野も添田も「それはよい、三人で誓いを立てよう」と賛成をしました。　

　その後、大学に戻り、この三名は、前より増して一生懸命勉強に励み、めでたく卒業することができました。そして、国のため、社会のためにそれぞれの道を歩むことになりました。

この出来事から、いつしか二重数年がたち、阪谷芳郎は西園寺内閣の大蔵大臣、添田寿一は興業銀行総裁に、坪野平太郎は神戸市長になるなど、三人の道は違いましたが、それぞれ立身出世をすることができました。

　そして、思えば二十数年の昔、青々とし、早春の冷たい露が覆った老松の下で誓った言葉が、美しくも実を結んだのでした。まっすぐに大空高く聳え立った老松の下で誓い合ったことをいつも胸の中に秘め、これまで一生懸命働き励んできた甲斐があったと思うようになりました。この相翁の老松の徳をたたえ、記念碑を立てることの誓いが、時を同じくして、胸の中に自然と湧いてきました。そして、美しく奥ゆかしいこの記念碑となって立てられたのです。

　その後、関東大震災で山崩れにあい、この大きな相翁の松は倒れてしまい、二代目の松に換わりました。また、記念碑も土砂に埋まってしまいましたが、江之浦の村の人々が掘り起こし、今の場所に立てられたそうです。そして、この碑からは、今も昔を物語っています。

　この話は、後になって国語の教科書に「松下の誓い」という題名で載り、「相翁の松」、有名になりました。
先日、とある雑誌を読んでいると、「苦抜けの法」というのが目にとまりました。

「およその事にあたりて苦しく思ふは下手の証拠なり。度重なる毎に苦次第にぬけさり、面白味忽然と湧かむ、是上手になりし証拠なり。故に苦、いよいよ激しくなる時は大願成就、時節到来の数分前なる事を知り、大死一番勇を鼓しめて進め。苦とは何ぞ、来れ汝に告げむ。苦とは外にあらずして内にあり。自ら苦しと思うが苦なり。面白味出てこそものも上手なれ、働いてみ苦にならぬまで。」

これは『叱牛録』（坪野平太郎/著）という本の一節なのですが、極めて感慨深いものでした。失敗や不平不満は、全て未熟さ所以の自分に原因があるのです。当たり前の事を言っているに過ぎないのですが、何とも重みがあってはたと気付かされます。何かと人のせいにしてしまう世知辛い世の中ですが、相手の立場に立ったり、俯瞰で物事をみるという事は本当に必要不可欠だと再認識しました。

ランダム・ウォーク・イン・コウベ ４０ 

―錨山と市章山 ―

　神戸港から市街地を見上げると、諏訪山の背後に錨の形と市章をかたどった植樹をした山が見えます。

錨山と市章山です。これらの山は、神戸で開催されたさまざまな記念式典とゆかりがあります。

一　観艦式と錨山

　明治三十六年四月、神戸沖で観艦式が行われました。観艦式というのは、天皇陛下をお招きして行う海軍の大演習です。海上に七十余隻の満艦飾の（旗飾りをほどこした）軍艦が隊列をなし、帝国海軍の威勢を誇りました。神戸市にとっては、一大行事です。有栖川宮殿下もご臨席になり、列席者は貴族院議員衆議院議員だけで三百二十名、東郷海軍中将ほか、陸海軍人とその家族親戚も千二百人を越えました。

市内各所ではさまざまな式典が催され、街は興奮に包まれました。式の当日は、天皇陛下が到着した神戸駅から、お召艦「浅間」の停泊しているメリケン波止場まで、陛下をお迎えする市民が、通りの両側に立ち並びました。

市内各学校長は奉迎のため小学校三年生以上の生徒に美濃紙で一人一つずつ国旗を作らせ、縦横六十間（約109ｍ）の大錨形につなぎとめたものを諏訪山の背後の山に設置して歓迎の意を表しました。これを目にした陛下が興味を持たれ、侍従にご質問されます。当時の神戸市長・坪野平太郎によって事由説明が奏上され、この児童たちの奉迎の気持ちが陛下にまで届けられます。これを知った各校の生徒・父兄たちは、大変名誉なことと喜びました。このことを記念して市長は、錨の紙あとに松の木を植樹し、無名だった山は、錨山と名づけられました。

二　神戸築港起工式と市章山

　神戸市の市徽章（以下、市章）の制定は、明治四十年五月のことです。その前年神戸市は、市章を制定するために、その図案を懸賞公募しました。『神戸市史』によると、公募では適当なものがなく、選定は市長に一任されました。

 神戸は当時の仮名づかいでは「カウベ」と書かれていました。市章は、その「カ」の字を図案化したものです。扇港と呼ばれた兵庫港と神戸港の双方が、あたかも扇を広げたような形になることから、二つの扇形が重なるように考えられました。『神戸開港五十年祭記念写真帖』という資料には、図案の考案者は京都の久江長兵衛とあり、この人は西陣織製造業を営んでいた人ですが、

詳しいことはわかっていません。

　同年九月、神戸築港起工式が行われました。これは神戸港を東洋の中心港となすべく、国威をかけて拡張しようという目的の事業です。大蔵大臣ほか多くの議員が招待され、式は華々しく執り行われました。この時も市内の小学校は式を記念して、錨山の東の山に市章の形の植林をして紙旗を飾り付け、山腹に大きな市章を作りました。これが市章山の始まりです。
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